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Public  Relations  No.966
ＴＡＢＵＳＥ広 報 た ぶ せ

―麦踏み体験（城南小学校）
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新
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た

田
布
施
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
田
布
施
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

が
、
２
月
５
日（
日
）に
町
内
13
カ
所
の
投
票
所
で
行
わ

れ
、
13
人
の
新
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

候補者氏名 得票結果

清神　　　清 当選 ９８７票

松田規久夫 当選 ８９９票

國安　和夫 当選 ８０３票

石田　修一 当選 ６５６票

谷村　善彦 当選 ５６５票

瀨石　公夫 当選 ４５７票

西本　篤史 当選 ４４４票

木本　睦博 当選 ４２４票

河内　賀寿 当選 ３９０票

畠中　　 孝 当選 ３８４票

林山　 健二 当選 ３５７票

竹谷　 和彦 当選 ３５０票

國本　悦郎 当選 ３２３票

岡崎南海子 次点 ３０８票

当日有権者数 １３, ２３２人

投 票 総 数 ７, ４３５票

有 効 投 票 数 ７, ３４７票

投 票 率 ５６. １９％

谷村　善彦（78）
上ゲ

瀨石　公夫（69）
瀬戸

西本　篤史（55）
大波野中

河内　賀寿（51）
新川

畠中　　孝（69）
助政

林山　健二（70）
麻郷団地

竹 谷　 和 彦（56）
長田

國本　悦郎（67）
中郷

清神　　清（69）
西田布施

松田規久夫（66）
波野市

國安　和夫（67）
大田

石田　修一（75）
尾津西

問
選
挙
管
理
委
員
会　

　
　

☎
52
‐
５
８
０
２

上
列
か
ら
得
票
順
、
か
っ
こ
内
は

２
月
５
日
現
在
の
年
齢（
敬
称
略
）

■投票結果

木本　睦博（70）
木地
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４月から

「介護保険」や「高齢者の支援」に関することは
『健康保険課 長寿支援係』へ

介護保険など高齢者の支援に関する窓口を一本化するため、これまで町民福祉課福祉係で行っていた高
齢者支援に関する窓口と介護保険に関する窓口を、健康保険課の長寿支援係（名称変更）に集約します。

長
寿
支
援
係

主な業務 内容 旧担当窓口

　介護保険
　介護保険に関すること
　介護予防・日常生活支援総合事業などに関する

こと

健康保険課
介護保険係

　高齢者支援

　緊急通報システム設置、ねたきり老人等介護用
品（紙おむつなど）給付、高齢者福祉タクシー
利用料助成、生活支援ショートステイ、家族介
護慰労金、老人保護措置など

町民福祉課
福祉係

　その他高齢者に 
関すること

　老人クラブ、敬老会、高齢者見守りネットワーク、
電動カー地域ナンバー登録、成年後見制度など

問健康保険課  介護保険係（4 月からは長寿支援係）　☎ 52-5809

問町民福祉課  福祉係　☎ 52-5810

◇拡充対象
　小学校１年生～小学校３年生
※所得条件と他の条件は変わりません。

・平成 29 年度に小学校１年生になり、現在乳幼児医療費助
成資格を持っている人については、今回に限り手続きは不
要です。３月末に新受給者証を送付します。

・平成 29 年度に小学校２・３年生になるお子さんがいる保護
者の人でまだ申請していない人は、手続きをしてください。

　対象の可能性がある世帯には、すでに案内文・申請書を送
付しています。万が一届いていない場合は、町民福祉課福祉
係までお問い合わせください。

◇日時
　４月１日（土）および２日（日）
　午前８時 30 分～正午

転入・転出などの
休日窓口業務を行います

問町民福祉課  住民係　☎ 52-5811

◇取り扱いをする手続き・交付内容
①転入・転出・転居などの手続き
②住民票の写しの交付（戸籍を除く）
③印鑑登録申請、証明書の交付
※即日登録できない場合があります。
　他市町への照会確認が必要な場合など、処理でき
ないことがあります。不明な点があれば事前にお問
い合わせください。

⑦番窓口

◇場所
　町役場町民福祉課（③④窓口）
◇持参物
・対象のお子さんの健康保険証
・印鑑
・平成 28 年１月１日に町外に在

住されていた父母等は、市町村
民税課税額を証明できるもの

　（課税所得証明または町県民税
特別徴収税額通知書（平成 28
年度））

４月１日から乳幼児医療費助成制度が子ども医療費助成制度となります
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国
民
健
康
保
険
の

　
　
『
修
学
中
の
特
例
制
度
』
に
つ
い
て

　

現
在
、
田
布
施
町
の
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
が
、
修

学
の
た
め
に
町
外
へ
転
出
し
た
後
も
親
元
か
ら
生
活
費
な
ど
の
支
援
を
受
け
る

場
合
は
、
引
き
続
き
田
布
施
町
国
保
の
加
入
者
と
し
て
『
修
学
中
の
被
保
険
者

の
特
例
』に
よ
る
保
険
証（
マ
ル
学
保
険
証
）を
交
付
し
ま
す
。

　

特
例
制
度
の
対
象
と
な
る
と
き
、
ま
た
、
卒
業
な
ど
に
よ
り
特
例
制
度
の

対
象
で
な
く
な
る
と
き
は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、健
康
保
険
課（
⑥

窓
口
）ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
現
在「
マ
ル
学
保
険
証
」の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
へ

①
４
月
以
降
も
継
続
し
て
修
学
す
る

場
合

・
現
在
お
持
ち
の
マ
ル
学
保
険
証

の
有
効
期
限
は
3
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・
有
効
期
限
を
延
長
す
る
た
め
に

は
、
４
月
以
降
に
届
出
が
必
要
で

す
。

※
３
月
中
に
届
出
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
３
月
下
旬
ご
ろ
に
通
知
を
お
送
り

し
ま
す
。
詳
細
は
そ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

② 

学
校
を
卒
業（
退
学
）し
、
そ
の
後

の
住
所
が
田
布
施
町
で
な
い
場
合

・ 

特
例
制
度
は
適
用
さ
れ
な
く
な

る
た
め
、
届
出
が
必
要
で
す
。

平
成
29
年
度	  

外
来
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業

　田布施町国民健康保険では、被保険者を対象に『人間ドック等の利用料金の助成』を行います。
　人間ドックは、生活習慣病の早期発見ばかりでなく、検査結果に応じて生活習慣を見直す機
会になります。ぜひ、年に一度は人間ドックで健康チェックをしましょう。

○対象者　田布施町国民健康保険の被保険者
○受診限度　１人あたり１年度に１回
○申込方法　４月１日以降に保険証と印鑑を持参の上、健康保険課（⑥窓口）で申し込む
※６月１日以降に申し込む場合は、５月下旬に送付する特定健康診査の受診券を持参し

てください。人間ドックを利用する場合、特定健康診査を受診することはできません。

検査項目 実施医療機関
自己負担額（実費用の３割）

基本検査 追加検査

基本検査（視力・聴力

検査、血液検査、心電

図、胸部・胃部X線撮

影など）
※希望者は、追加で子宮が

　ん検査、乳がん検査、脳

　検査を実施することがで

　きます。

周東総合病院
※70歳以上の脳検査は

　実施しません。

※乳がんは、マンモグラ　

　フィーのみです。

11,960円

子宮がん：650円

乳がん：1,430円

脳：6,870円

光市立大和総合病院
※脳検査は実施しません。

※乳がんは、マンモグラ

　フィー・視触診。

11,990円
子宮がん：990円

乳がん：1,380円

平生クリニック

センター
※脳検査のみの受診もで

　きます。

※乳がんは、マンモグラ

　フィー・視触診。

11,990円

子宮がん：無料

乳がん：1,080円

脳：6,480円

　
【
必
要
な
も
の
】

　

国
保
の
マ
ル
学
保
険
証
、
個
人
番

号（
通
知
）カ
ー
ド
、
卒
業（
退
学
）

年
月
日
の
分
か
る
書
類
（
卒
業
証

書
や
卒
業（
退
学
）証
明
書
な
ど
）、

印
鑑

■ 

新
規
に
「
マ
ル
学
保
険
証
」
の
対

象
と
な
る
人
へ

　

転
出
の
手
続
き
を
さ
れ
た
後
に
、

特
例
制
度
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
【
必
要
な
も
の
】

　

国
保
の
保
険
証
、
個
人
番
号
（
通

知
）
カ
ー
ド
、
学
生
証
（
写
し
可
）

ま
た
は
在
学
証
明
書
（
写
し
不

可
）、
印
鑑

健康保険課からのお知らせ 問健康保険課　☎ 52-5809
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至  田布施駅 至  熊毛 IC

至  

柳
井
市

至  

米
出

図書館

神和工業

至  城南

ふるさと詩情公園
（会場）

町役場

桜並木

中央公民館

地域交流館

商工会館

トイレ

至  光市

… 駐車場

田　布　施　川

水道企業団

田布施中学校
グラウンド駐車場

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

たぶせ桜まつりたぶせ桜まつり

※西田布施公民館の
　駐車場も利用できます。

さ
く
ら
橋

★開催日時　４月２日（日）　午前 9時 30 分～午後４時
★会　　場　ふるさと詩情公園　※小雨決行

第４７ 回

問田布施町観光協会　☎25-3527

出店多数あり！
いろんな

イベントがあるよ！

昨年に引き続き、
開催場所は「田布施町ふるさと詩情公園（田布施町近隣公園）」です。

商工会館

地域交流館 図書館

マックスバリュ

田布施川

県
道
光
柳
井
線
（
庄
山
バ
イ
パ
ス
）

ピクロス
高山石油■開催日時

　４月１日（土）
　午前 10 時～　さくら橋付近

【図書館臨時休館について】
ロードレース大会当日は、
図書館は終日休館となります。

【ロードレース大会に伴う交通規制】
区域：　　　時間：午前 9 時 30 分～午後１時

車両通行止めにご協力をお願いします。

田布施川桜まつり
　　ロードレース大会

MIKKO

第 36 回

■場所：特設ステージ
■時間：①午前 10 時 30 分～

　　　　②午後２時 30 分～
■場所：特設ステージ
■時間：午後３時～

前 

日 

開 

催
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【
文
化
個
人
】

◆
第
37
回
文
部
科
学
大
臣
杯
少
年
少

女
囲
碁
大
会
山
口
県
大
会　

最
優

秀

　

河
北
　
雅
哉  

（
浜
城
）

◆
第
68
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

平
面
の
部　

推
奨

　

山
本
　
美
月  

（
石
の
口
）

 
平
成
28
年

 
田
布
施
町
教
育
委
員
会
表
彰

２
月
12
日
（
日
）、
表
彰
式
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
受
賞
内
容
は
代
表
的
な
も
の
を
記
載
、
順
不
同
敬
称
略
）

第
４
号
表
彰
者

教
育
、
学
術
、
文
化
、
体
育

に
関
し
て
他
か
ら
表
彰
さ
れ

た
個
人
お
よ
び
団
体

◆
山
口
県
生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル　

技
術　

特
選

　

西
原
　
明
日
香  

（
八
和
田
）

◆
交
通
安
全
作
品
募
集　

ポ
ス
タ
ー

の
部　

最
優
秀
賞

　

晝
田
　
望  

（
地
家
）

◆
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
募
集

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

賞

　

鶴
田
　
彩
笑  

（
中
央
南
）

◆
第
40
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭　

美
術
・
工
芸
部
門　

文
化
連

盟
賞

　

大
浴
　
紗
那  

（
中
央
南
）

【
文
化
団
体
】

◆
第
54
回
中
国
地
区
高
等
学
校
演
劇

発
表
会　

全
国
高
等
学
校
演
劇
協

議
会
会
長
賞

　

篠
田
　
瑞
貴  

（
塩
坪
）

◆
第
40
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭　

吹
奏
楽
部
門　

文
化
連
盟
賞

　

竹
田
　
智
佳  

（
竹
重
）

　

村
井
　
志
穂  

（
平
田
）

　

菊
谷
　
和
佳
子  

（
尾
津
西
）

　

德
野
　
璃
奈  

（
矢
蔵
）

　

小
田
村
　
美
湖  

（
中
央
南
）

【
ス
ポ
ー
ツ
個
人
】

◆
第
68
回
中
国
五
県
対
抗
水
泳
競
技

大
会 

ジ
ュ
ニ
ア
女
子
50
ｍ
バ
タ

フ
ラ
イ　

第
２
位
、
ジ
ュ
ニ
ア
女

子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

第
２

位

　

友
弘
　
亜
樹  

（
城
南
）

◆
山
口
県
体
育
大
会
陸
上
競
技　

共

通
男
子
１
５
０
０
ｍ　

第
１
位

　

上
部
　
知
紀  

（
一
本
松
）

◆
第
24
回
山
口
県
中
学
校
選
抜
新
人

陸
上
競
技
大
会　

男
子
走
高
跳　

第
１
位

　

玉
野
　
翔
也  

（
助
政
）

◆
山
口
県
中
学
校
春
季
体
育
大
会　

剣
道
男
子
個
人
の
部　

第
１
位

　

坂
本
　
武
蔵  

（
泊
団
地
）

◆
中
四
国
中
学
生
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会　

女
子
の
部
52
㎏
級　

第
３
位

　

吉
岡
　
恵
莉
菜  

（
奈
良
）

◆
第
31
回
中
国
高
等
学
校
選
抜
レ
ス

リ
ン
グ
大
会　

個
人
対
抗
戦
の
部

66
㎏
級　

第
３
位

　

松
田
　
海
都  

（
塩
坪
）

◆
第
４
回
中
国
高
等
学
校
女
子
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
権
大
会　

女
子
個
人

対
抗
戦
52
㎏
級　

第
１
位

　

吉
岡
　
詩
織  

（
奈
良
）

◆
第
43
回
中
国
高
等
学
校
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
選
手
権
大
会　

男
子
個
人
フ

ル
ー
レ　

第
１
位

◆
第
67
回
山
口
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
男

子
個
人
フ
ル
ー
レ　

第
１
位

　

山
崎
　 

祥  

（
高
塔
）

◆
山
口
県
体
育
大
会　

高
校
生
の
部

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
個
人
対
抗
戦
60

㎏
級　

第
１
位

　

杉
原
　
匠
翔  

（
三
宅
）

問
学
校
教
育
課　

☎
52
‐
５
８
１
２

　
社
会
教
育
課　

☎
52
‐
５
８
１
３
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き
か
く

　

平
成
29
年
度
の
固
定
資
産
課
税

台
帳（
名
寄
せ
帳
）が
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
期
間

　

４
月
３
日（
月
）～　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

５
月
31
日（
水
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

■
場
所　

税
務
課（
⑧
窓
口
）

■
確
認
で
き
る
内
容

◇
課
税
台
帳（
名
寄
せ
帳
）

納
税
義
務
者
の
住
所
、
氏
名
、

所
在
地
番
、
面
積
、
評
価
額
、

税
額
な
ど

◇
縦
覧
帳
簿

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

評
価
額
な
ど

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
、
種
類
、
床
面
積
、
評
価

額
な
ど

■
手
数
料　

無
料

※
コ
ピ
ー
は
１
枚
に
つ
き
20
円
。

た
だ
し
、
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

①
納
税
義
務
者
ま
た
は
同
居
の
親
族

②
納
税
管
理
人

③
納
税
義
務
者
の
代
理
人

④
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
（
使
用

ま
た
は
収
益
の
対
象
と
な
る
部

分
の
固
定
資
産
に
限
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
契
約
書
な
ど
の
提

示
が
必
要
で
す
。）

※
④
は
閲
覧
の
み
と
な
り
ま
す
。

■
必
要
な
も
の　

印
鑑（
認
め
印
可
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。

※
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
）
の
提
示
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
評
価
額
に
不
服
が
あ
る
と
き
は

・
固
定
資
産
評
価
額
に
不
服
が
あ

る
と
き
は
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
（
町
役
場
総
務
企
画

課
内
）
に
対
し
て
審
査
の
申
出

が
で
き
ま
す
。

・
申
出
期
間
は
、
納
税
通
知
書

の
交
付
を
受
け
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
カ
月
以
内
で
す

（
審
査
の
申
出
は
、
土
日
、
祝

日
は
で
き
ま
せ
ん
）。

固
定
資
産
の
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
に
つ
い
て

固
定
資
産
の
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
に
つ
い
て

【
ス
ポ
ー
ツ
団
体
】

◆
第
32
回
中
国
中
学
校
剣
道
選
手
権

大
会　

男
子
団
体
の
部　

第
３
位

◆
山
口
県
体
育
大
会　

中
学
校
の
部

剣
道
競
技
男
子
団
体　

第
１
位

　

坂
本
　
武
蔵  

（
泊
団
地
）

　
寳
城
　
勝
貴  

（
城
南
）

　

宮
本
　
倫
汰  

（
波
野
団
地
南
）

　

池
本
　
来
希  

（
中
郷
）

　

嶋
田
　
孝
太 

（
城
南
）

◆
山
口
県
中
学
校
剣
道
新
人
大
会　

男
子
団
体
の
部　

第
１
位

　

池
本
　
来
希  

（
中
郷
）

　

嶋
田
　
孝
太 

（
城
南
）

　

神
田
　
隆
之
介  

（
鳥
越
）

◆
山
口
県
体
育
大
会　

弓
道
女
子
団

体
競
技　

第
１
位

　

吉
村
　
茉
奈
美  

（
麻
郷
団
地
）

　
森
脇
　
雪
音  

（
鳥
越
）

　

峯
重
　
美
奈  

（
本
町
）

　

柳
本
　
真
央  

（
麻
郷
団
地
）

　

久
行
　
愛
理 

（
蓮
輪
）

◆
第
24
回
山
口
県
中
学
校
選
抜
新

人
陸
上
競
技
大
会　

女
子
４
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

第
１
位

　

隅
田
　
彩
乃  

（
波
野
団
地
南
）

　
福
光
　
由
佳  

（
中
央
南
）

　

水
田
　
ほ
の
か 

（
長
田
）

　

相
本
　
紫
苑  

（
高
塔
）

問
税
務
課  

資
産
税
係　

☎
52
‐
５
８
０
４

◆
第
４
回
全
日
本
小
中
学
生
ダ
ン
ス

コ
ン
ク
ー
ル　

中
学
生
部
門
オ
ー

プ
ン
参
加
の
部　

金
賞

　

藤
田
　
こ
こ
ろ  

（
中
央
南
）

　

山
根
　
佳
誠  

（
矢
蔵
）

◆
男
子
第
58
回
中
国
高
等
学
校
駅
伝

競
走
大
会　

第
２
位

　

吉
井
　
道
歩  

（
本
町
）

◆
第
67
回
山
口
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会　

剣
道
競
技　

男
子
団
体

の
部　

第
１
位

　

坂
本
　
翔  
（
泊
団
地
）

◆
第
67
回
山
口
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会　

剣
道
競
技　

女
子
団
体

の
部　

第
１
位

　

髙
橋
　
百
代  

（
新
町
）

◆
春
季
山
口
県
高
等
学
校
軟
式
野
球

大
会　

優
勝

　

川
尻
　
拓
輝  

（
見
田
団
地
）

　

中
坪
　
知
生  

（
中
央
南
）

◆
第
67
回
山
口
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会　

少
林
寺
拳
法
競
技　

女

子
団
体
演
武
の
部　

第
１
位

　

土
井
　
彩
音  

（
波
野
団
地
南
）

◆
第
61
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球

選
手
権
山
口
県
予
選
大
会　

山
口

第
２
号
表
彰
者

教
育
・
学
術
お
よ
び
文
化
・

体
育
に
関
し
て
功
労
が
顕
著

な
人

第
７
号
表
彰
者

そ
の
他
、
県
以
上
の
表
彰
を

受
け
た
学
校
な
ど
、
表
彰
に

値
す
る
団
体

県
代
表

◆
第
61
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球

選
手
権
西
中
国
大
会　

優
勝

◆
山
口
県
体
育
大
会
高
校
軟
式
野
球

大
会　

優
勝

　

加
藤
　
太
成  

（
八
海
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰

等　

30
年
勤
続
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
被
表
彰
者

　

坂
本
　
嘉
彦  

（
寿
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰

等　

優
良
団
体
被
表
彰
者

　

田
布
施
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議

会
◆
山
口
県
教
育
委
員
会
教
育
功
労
者

表
彰

　

田
布
施
地
方
史
研
究
会
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Tabuse
Town News

２/18 楽しい絵本を読んでもらったよ
　田布施図書館で、『図書館まつり』が行われまし
た。
　『ちびっこのつどい』では、高校生の絵本の読み
聞かせ、紙芝居、大型絵本の読み聞かせなどがあ
り、来場した子どもたちはわくわくした表情を浮
かべながら耳を傾けていました。
　また、田布施図書館内には、園児の絵画やもや
いの会などボランティア団体の活動紹介などの展
示がありました。

２/25 冬の味覚を楽しみました

２/22 レノファ山口のホームタウンに
　今季 J1昇格を目指すレノファ山口の県内全域
のホームタウン化のため、河村代表取締役社長が
田布施町へ公式訪問されました。
　ホームタウン加盟の申請を受けた町長はこれを
快諾し、河村代表へ「全力で応援します。」と伝え
ました。
　後日開催されるJリーグ臨時会審査を経て承認
されれば、田布施町は正式にレノファ山口のホー
ムタウンとなります。

２/22 大波野環境保全隊が受賞！
　大波野環境保全隊が、【多面的機能支払】中国四国
農政局長表彰優秀賞を受賞し、町長訪問されました。
　大波野環境保全隊は、学校教育と連携し、田植
えや稲刈りの体験学習・ホタルに関する出前講座・

『ビオトープ』での生き物調査などを行っています。
こうした活動により、農地の持つ多面性・農業農
村の持つ重要性などを、将来を担う子どもたちに
伝達していることから、今回の受賞となりました。

　田布施町地域交流館で『いちごまつり』、旧麻里
府小学校で『牡蠣まつり』が行われました。
　どちらの会場も大勢の来場者が訪れ、さまざま
な商品に舌鼓を打っていました。いちごまつりで
は、いちご甘酒やいちご巻寿司などの変わり種で
来場者を大いに驚かせていました。一方、牡蠣ま
つりでは焼牡蠣の販売、パンやお菓子の販売など
で盛り上がっていました。
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▽スーパーやコンビニを活用

おにぎりに、サラダや野菜スープ（副
菜）、唐揚げ（主菜）をプラス！

▽主食
　ご飯・パン・
　麺など

▽その他
　牛乳、果物、
　茶など

　『日本型食生活』とは昭和 50 年代の食生活
を示し、ご飯を主食としながら主菜・副菜に
加え、適度に牛乳や果物などが加わった『和
食』の基本形のことです。　『主食』 『主菜』 『副
菜』 を揃えるように意識すると、必要な栄養
素をバランス良くとることができます。

　ご飯と組み合わせるバラエティのあるおかず（主菜、副菜）は、惣菜や冷凍・レトルト食品などを利用すれば、
すべて手作りするよりずっと楽です。また、いつもの食事にサラダや野菜スープなどを加えるだけで、栄養
バランスがぐっと良くなります。簡単にできる工夫をしてみませんか。

★
白
身
魚
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
お
ろ
し
煮
★

「
た
ら
」な
ど
の
白
身
魚
は
脂
肪
分
が
少
な
く
、
身
は
ほ
ぐ
れ
や

す
い
の
で
加
熱
し
て
も
固
く
な
ら
な
い
消
化
の
よ
い
食
材
で
す
。

高
齢
者
や
胃
腸
の
弱
い
方
に
も
食
べ
や
す
く
、
高
タ
ン
パ
ク
で

低
カ
ロ
リ
ー
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
と
し
て
も
お
す
す
め
で
す
。

大
根
お
ろ
し
は
水
分
で
味
が
薄
く
な
る
た
め
、よ
く
汁
気
を
切
っ

て
か
ら
加
え
ま
し
ょ
う
。

作
り
方

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

①	

魚
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
、
塩
、
酒
で
下
味
を
つ

け
片
栗
粉
を
ま
ぶ
す
。

②	

キ
ャ
ベ
ツ
は
一
口
大
の
ざ
く
切
り
に
し
、
大
根
は
す
り
お

ろ
し
て
ざ
る
に
あ
け
て
お
く
。

③	

鍋
に
Ⓐ
の
調
味
料
を
熱
し
、
①
の
魚
を
入
れ
加
熱
す
る
。

④	

③
に
キ
ャ
ベ
ツ
と
汁
気
を
切
っ
た
大
根
お
ろ
し
を
入
れ
、

ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
る
。
器
に
盛
り
付
け
、
茹
で
て
縦
半
分

に
切
っ
た
オ
ク
ラ
を
添
え
る
。

（
日
本
食
生
活
協
会  

低
栄
養
予
防
レ
シ
ピ　

参
照
）

１人分の栄養価
エネルギー…113kcal
たんぱく質…14.3g　脂質…0.3g
カルシウム…62mg　塩分…1.3g

材
料
（
４
人
分
）

白身魚（生たら）　４切れ（280g）
塩　　　　　　　　　　　少々
酒　　　　　　　　　小さじ２
片栗粉　　　　　　　　　適量
キャベツ　　　　　　  　200g
オクラ　　　　　　　　　４本
大根おろし　　1カップ（200g）
　だし汁　　　　　　１カップ
　しょうゆ　大さじ１、小さじ１
　みりん　大さじ１、小さじ１
　砂糖　　　　　　　小さじ２

■■  ちょっと大変そう…

　近年、ライフスタイルの多様化により、家族がそろって食事をする機会が減り、一人で食事をする『孤食』
や、家族がそれぞれ別々のものを食べる『個食』が増えているようです。
　しかし、食事は単に栄養をとるだけではなく、その日の出来事を話し合ったりするコミュニケーションの
場としても重要です。また、マナーや料理についての関心が高くなり、楽しくおいしく食べることができま
す。家族や仲間とできるだけ一緒に過ごし、心にも体にも嬉しい食事をとりましょう。

＜参考：農林水産省『日本型食生活』のススメ＞

■■  皆で食べると、もっとおいしい！

　保健センターだより　
健
康
づ
く
り

推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

問保健センター　☎ 52-4999

見直されるお米中心の『日本型食生活』

Ⓐ

▽副菜
　野菜・きのこ
　など

▽主菜
　肉や魚、
　大豆製品など

▽外食時やお弁当を買う時は

主食・主菜・副菜のそろった幕の内
風弁当やセットメニューがオススメ

▽冷凍・レトルト食品を上手に使って

レトルトカレーにサラダをプラス

＋ ＋

※和食の汁物は、中の具材により主菜にも副菜にもなります。

　毎食、毎日栄養バランスを整えなくても、数日から一週間の中でバランスを整える工夫をしましょう。
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おかげさまで。感謝、ありがとう。

　

こ
の
町
に
住
ん
で
50
年
。

　

婦
人
会
の
役
を
受
け
る
に
あ
た

り
、
私
は
仕
事
を
持
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
役
を
こ
な
す
の
は
難
し
い
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ま

に
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
き
、
城
南
地

区
の
婦
人
会
長
を
10
年
続
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

婦
人
会
員
も
だ
ん
だ
ん
少
な
く

な
っ
て
い
く
中
、
維
持
し
て
い
く
こ

と
は
と
て
も
大
変
で
す
が
、
田
布
施

町
の
婦
人
会
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
・
交
流
の
中
で
自

分
を
育
て
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
是
非
若
い
人
も
一
緒
に
仲

間
に
な
っ
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

　

昨
年
か
ら
、
学
習
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
に
も
参
加
を
し
て
い

ま
す
。
１
人
で
は
何
も
出
来
ま
せ
ん

が
、
地
区
の
学
校
の
お
役
に
立
て
ば

と
グ
ル
ー
プ
で
支
援
し
て
お
り
ま

す
。

　

議
会
広
報
広
聴
モ
ニ
タ
ー
の
感
想

も
書
か
せ
て
も
ら
い
、
成
人
式
の
広

報
の
表
紙
を
カ
ラ
ー
写
真
に
と
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
毎
年
実
行
し
て
い

た
だ
き
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

田
布
施
町
音
頭
に
は
、〝
田
布
施

よ
い
と
こ　

よ
い
よ
い
よ
い
と
さ　

来
て
よ
い　

見
て
よ
い　

住
ん
で
よ

い
″
と
い
う
歌
詞
が
あ
り
ま
す
。
田

布
施
よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
歌

を
口
に
し
な
が
ら
、
ヨ
サ
コ
イ　

ヨ

サ
コ
イ
と
踊
り
、
町
お
こ
し
を
と
思

い
続
け
て
い
ま
す
が
、
若
い
力
に
受

け
継
い
で
も
ら
い
た
い
で
す
。
明
る

く
・
楽
し
く
・
笑
顔
で
住
み
よ
い
町

…
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、地
区
の
生
き
が
い
教
室
・

ふ
れ
合
い
の
会
な
ど
に
お
世
話
に
な

り
、
助
け
た
り
、
助
け
ら
れ
た
り
の

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

石ノ口自治会　向山　十三日子

右
上
ロ
ゴ
：
生
涯
学
習
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
マ
ナ
ビ
ィ
」

　
　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
…
石
ノ
森
章
太
郎

No.290

若い人も一緒に仲間になって
協力していただきたいです。

　　向山さんの明るい笑顔をいろいろな所でご覧になられているので
はないでしょうか。今までの活躍と、今後を語っていただきました。

麦踏み体験を行いました！

　１月 27 日（金）、城南小学校の１年生と３年生の児
童が、授業の一環で麦踏みを体験しました。
　これは、３年生の社会科の授業で学んだ『郷土で働く人々
の仕事』の発展として、地域の人の協力のもと行われたも
のです。参加した児童たちは、麦は踏むことで強く成長す
るという説明に驚いた様子でした。また、麦踏みでは、友
だちと息を合わせて楽しそうに作業をしていました。

今月の表紙
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サ ークルスケッチ
No.183

　

我
々
志
誠
館
は
、
こ
こ
田
布
施
町

で
発
足
14
年
目
を
迎
え
ま
す
。
下
は

４
歳
か
ら
上
は
52
歳
ま
で
男
子
37

人
、
女
子
25
人
が
現
在
所
属
し
、
武

道
空
手
を
日
々
修
業
し
て
い
ま
す
。

　

稽
古
の
内
容
は
、基
本
・
移
動
・
型
・

組
手
・
体
力
強
化
を
軸
に
子
ど
も
も

大
人
も
一
緒
に
厳
し
く
も
和
気
あ
い

あ
い
と
汗
を
流
し
、
父
と
子
、
母
と

子
な
ど
親
子
で
頑
張
っ
て
い
る
人
も

お
ら
れ
ま
す
。
生
徒
た
ち
に
は
武
道

を
通
し
て
礼
儀
や
礼
節
を
学
び
社
会

に
お
い
て
も
粗
暴
な
振
る
舞
い
を
し

な
い
、
さ
せ
な
い
よ
う
に
指
導
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

　

組
手
稽
古
に
お
い
て
は
直
接
技
を

交
わ
し
合
う
こ
と
に
よ
り
人
の
痛
み

を
知
り
、
相
手
の
こ
と
を
想
い
や
る

気
持
ち
も
育
み
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
伝
統
的
な
稽
古

の
他
に
、
楽
し
み
を
混
ぜ
な
が
ら
最

新
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
て

運
動
能
力
の
発
達
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

通
常
の
稽
古
以
外
で
も
大
会
に
選

手
と
し
て
出
場
し
、
県
内
外
で
活
躍

す
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
親
睦
会
や
年
末
の
納
め
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開

き
、
指
導
者
・
生
徒
・
父
兄
の
垣
根

を
越
え
て
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

空
手
を
通
し
て
皆
さ
ま
と
の
交
流

が
持
て
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
見
学
・
体
験
も
随
時
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

実践武道空手連盟
志誠館

■講　師　佐藤大介・矢田稔・守田誠太郞
■日　時　水・金曜日
　　　　　午後７時～午後８時30分
■場　所　水曜日：田布施中学校アリーナ
　　　　　金曜日：武道場
■連絡先　佐藤大介　☎090-9060-2181

　

本
年
度
か
ら
町
内
の
全
て
の
小
学
校

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
指
定

を
受
け
、
本
校
で
も
そ
の
取
組
が
本
格

的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

特
に『
通
学
路
の
安
全
』を
テ
ー
マ
と
し

て
、
不
審
者
に
対
応
し
て
い
く『
防
犯
』

の
知
識
を
得
た
り
、
訓
練
し
た
り
す
る

こ
と
を
課
題
と
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
登
校
班
の
班
長
と
な
る
高
学
年
児

童
を
中
心
に
校
区
の
『
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
』の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、

通
学
路
や
公
園
の
総
点
検
、
通
学
路
安

全
マ
ッ
プ
の
作
成
、
不
審
者
対
応
避
難

訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
１

年
で
子
ど
も
た
ち
は
、「
も
し
自
分
が
」

と
想
像
し
、
そ
の
と
き
ど
の
よ
う
に
行

動
す
る
か
を
想
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
新
し
い
取
組
の
他
、
伝

統
的
な
行
事
も
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も『
ど
ん
ど
焼
き
』は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
・
保
護
者
・
教
職
員
が
協
力
し

地域
の力を学校に！

新たな取組も、
伝統も「地域とともに」

て
大
き
な
櫓
や
ぐ
ら
を
組
み
、
火
を
つ
け
、
み

ん
な
で
お
餅
や
豚
汁
な
ど
を
食
べ
な
が

ら
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、

「
自
分
が
小
学
生
の
と
き
は
ね
…
」
と
、

ど
ん
ど
焼
き
の
思
い
出
を
懐
か
し
そ
う

に
話
し
て
い
る
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
育
む
望
ま
し
い
環
境

づ
く
り
は
、
学
校
の
力
だ
け
で
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
学
校

が
そ
の
地
域
で
し
っ
か
り
と
機
能
し
、

子
ど
も
た
ち
を
育
み
成
長
さ
せ
て
い
く

に
は
、
新
た
な
取
組
に
も
、
伝
統
の
継

承
に
も
地
域
や
保
護
者
の
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
今
後
も
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」
を
通
じ
て
、
地
域
の

教
育
力
向
上
に
貢
献
で
き
る
学
校
で
あ

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

城南小学校校長
堀川 勝祥

問社会教育課
　   ☎ 52-5813
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藤
井
千
恵
子

甲
斐　

信
子

山
口　

綾
子

部
屋　

慈
音

國
本
英
智
郎

４月の
休館日

 

絵
本 

 

一
般 

図
書
館
へ

行
こ
う
。

もう一冊。

毎週月曜日、祝日
１日（土）
月末整理 30 日（日）

風
の
眠
り
の
間
合
い
を
落
ち
葉
掃
く

冬
の
雷
は　

さ
み
し
い
音
に
聞
こ
え
る

夢
の
か
け
ら
の
星
が
流
れ
る

あ
の
頃
の
汗
を
か
い
て
み
た
い
曲
が
流
れ
る

十
三
本
の
歯
ブ
ラ
シ
が
集
ま
る
お
正
月

　
　
　
　

短
歌

初
冬
の
朝

あ
し
た

の
光か

げ

を
た
た
え
い
る

　
　

水
平
線
に
姫
島
が
浮
く	

上
岡　

知
雄

う
た
か
た
の
こ
の
世
の
名
残
り
花
影
を

　
　

玻
璃
戸
に
映
し
散
る
百さ

る
す
べ
り

日
紅	

吉
村　

京
子

雨
の
音
聴
き
つ
つ
布
団
の
中
に
い
て

　
　

夜
明
け
の
前
を
目
覚
め
い
る
な
り	

岡
本
ま
さ
子

よ
き
仲
間
弾
む
お
し
ゃ
べ
り
紡
ぐ
夢

　
　

こ
の
ま
ま
ず
っ
と
続
い
て
ほ
し
い	

河
村
美
喜
子

手
探
り
て
布
団
の
中
へ
引
き
寄
せ
し

　
　

体
温
計
に
明
か
り
を
当
て
る	

城　
　

恭
子

周
防
一
夜
会

　
　
　
　

麻
郷
俳
句
教
室

白
梅
や
声
の
つ
な
が
る
女
坂	

松
根
千
代
子

悴か
じ
かみ

て
う
な
づ
く
だ
け
の
返
事
か
な	

田
村　

文
代

ク
レ
ヨ
ン
の
短
か
き
黄
色
春
め
け
る	

播
磨　

春
枝

立
春
の
蔵
に
出
荷
を
待
つ
新
酒	

岡　
　

倫
子

水
辺
は
や
春
来
る
音
と
な
り
に
け
り	

曽
我　

欣
行

『初恋ゆうれいアート
　　ナツカのおばけ事件簿 15』
　　　　　　　　 　斉藤 洋  著

おばけたいじ屋のナツカとパパは、
日本を代表する風景画家から、知ら
ぬ間にひとりでに描かれていく油絵
の調査を依頼された。監視カメラを
設置して張り込みをすると…。ナツ
カのおばけ事件簿シリーズ第 15 弾。

問田布施図書館　☎ 52-2288
　HP　　  http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
　E-mail　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
と
た
ま
ご
ね
え
ち
ゃ
ん

	

あ
き
や
ま
た
だ
し

い
す
に
す
わ
っ
て
た
べ
な
さ
い
。	

平
田
　
　
景

あ
か
で
す
よ
あ
お
で
す
よ	

か
こ
さ
と
し

想
像
力
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
よ
う

	

下
村
　
健
一

き
ょ
う
は
や
き
に
く	

い
と
う
み
く

高校生の夏木林太郎は、祖父を突然亡
くした。祖父が営んでいた古書店をた
たみ、叔母に引き取られることになっ
た林太郎の前に、人間の言葉を話すト
ラネコが現れ…。

な
ぜ
、「
子
供
部
屋
」を
つ
く
る
の
か

	

藤
原
　
智
美

プ
レ
ミ
ア
ム
な
和
サ
ン
ド

	

ム
ラ
ヨ
シ
マ
サ
ユ
キ

人
生
の
踏
絵	

遠
藤
　
周
作

つ
い
に
、
来
た
？	

群
　
よ
う
こ

源
氏
姉
妹	

酒
井
　
順
子

サ
ロ
メ	

原
田
　
マ
ハ

『本を守ろうとする猫の話』
　　　　　　　　　夏川 草介  著

おしゃべり箱おはなしの会
　４月22日（土）  午前10時30分～
　図書館２Ｆ講座室

『えんとつ町のプペル』
　　　にしの あきひろ  絵・文

「信じぬくんだ。たとえひとりに
なっても」
えんとつだらけのけむりにおおわ
れた、「空」を知らない町。そんな
町で生まれた、奇蹟の物語。

句
俳

短
歌

 イ ベ ン ト 
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問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

（
１
／
18
～
２
／
17
受
付
分
）

＊ 

社
会
福
祉
事
業
へ

西
日
本
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
線
㈱

真
光
寺
仏
教
婦
人
会

匿
名
１
件

＊ 

香
典
返
し　
　

八　

海　

加
藤
義
明
（
妻
）
幸
子

鳥　

越　

河
内
茂
人
（
妻
）
フ
ジ
子

御
蔵
戸　

松
根
和
宏
（
父
）
利
夫

竹　

重　

森
本　

充
（
父
）
昭
治

竹　

尾　

長
田
俊
昭
（
母
）
満
子

＊ 

ベ
ビ
ー
用
品

匿
名
１
件

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１

子育て支援センター

※支援センターは 10 日（月）から始まります。
※ 4 月のリトミックと調理実習はお休みです。

はいはい

11 日 ( 火 )　入所式
18 日 ( 火 )　身体測定
25 日 ( 火 )　鯉のぼりづくり

あんよができるまでの赤ちゃん対象

すくすく

10 日 ( 月 )　入所式
21 日 ( 金 )　身体測定
　　　　　 鯉のぼりづくり

H26.4.2 ～ H27.4.1 生まれの 2 歳児対象

よちよち

13 日 ( 木 )　入所式
20 日 ( 木 )　身体測定
　　　　　 おにぎりギュッ！
27 日 ( 木 )　鯉のぼりづくり

あんよが上手にできる H27.4.2 以降生まれ対象

全員対象

19 日 ( 水 )　誕生会

*  *  *

赤ちゃんサロン（４月行事） 10:00 ～ 12:00

問たぶせ保育園　☎53-1012

月～金曜日　8:30 ～15:30
（昼休み　12:15 ～ 13:15）

土　 曜　 日　8:30 ～13:30

おんとも

施設開放

◇実施期間
　３月９日（木）～ 15 日（水）の７日間
◇運動の重点

・高齢歩行者の交通事故防止
・高齢ドライバーの交通事故防止
・高齢者の自転車安全利用の推進
・反射材着用の促進

問柳井警察署　☎ 23-0110
　 http://www.police.pref.
　yamaguchi.jp/1040/index.htm

高齢者の交通事故防止

県民運動に参加しよう

柳井警察署だより

◇交通事故防止のポイント
・平成 28 年中、県内で交通事故によって亡くなった

人 64 人のうち、65 歳以上の高齢者は 30 人でした。
・道路横断前だけでなく、横断中にも左右から車が

来ていないことを確認しましょう。
・自宅近くや、通い慣れている道で交通事故に遭う

ケースが多発しています。いつもの道でも、安全
確認を怠ることなく通行しましょう。

・夜間や早朝・夕方などに出かけるときは、反射材
を活用し、いろんな角度からも光って見えるよう
に、複数着用するようにしましょう。

・運転中は十分に安全を確認して、無理のない運転
を心がけましょう。
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く ら し の 情 報

お 

知 

ら 

せ

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難
な
児

童
お
よ
び
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、

就
学
費
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
人
は
、
必
ず
受
付
期
間
内

に
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
受
給
さ
れ
て
い
る

人
に
つ
き
ま
し
て
も
毎
年
審
査
が
必

要
で
す
の
で
、
受
付
期
間
内
に
申
請

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
所
得
が
無
い
人
も
、
必
ず

税
務
課
で
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【 

小
中
学
校
児
童
生
徒
就
学
援
助
費 

】
◇
日
時

　

３
月
25
日（
土
）～
４
月
９
日（
日
）

　

午
前
10
時
・
午
後
６
時

◇
問
合
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎
52
‐
５
８
１
２

【 

教
育
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
し
ま
す 

】

　

心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成

制
度
の
更
新
時
期
に
な
り
ま
す
。

◇
資
格
者

　

田
布
施
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

在
宅
で
生
活
し
て
お
ら
れ
る
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級

所
持
者
、
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
所
持

者
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
か
ら
３
級
所
持
者

◇
助
成
内
容

　

町
が
協
定
を
結
ん
で
い
る
タ
ク

シ
ー
会
社
を
利
用
し
た
際
に
、
年

間
48
回
の
範
囲
内
（
年
度
途
中
で

【 

心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
手
続 

】

　

今
年
度
行
っ
た
『
お
帰
り
な
さ

い
！
親
元
近
居
応
援
事
業
』
お
よ
び

『
が
ん
ば
れ
！
子
育
て
世
代
住
宅
取

得
応
援
事
業
』
に
つ
い
て
、
平
成
29

年
度
は
商
品
券
金
額
の
見
直
し
や
事

業
対
象
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、３
月
末
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
広
報
た

ぶ
せ
４
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　

総
務
企
画
課  

企
画
係

　

☎
52
‐
５
８
０
３

【 

商
品
券
交
付
事
業
に
つ
い
て 

】

◇
日
時　

４
月
27
日
（
木
）

　
〔
受
付
〕
午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
対
象
者

　

平
成
27
年
８
月
10
日
～
平
成
27
年

10
月
27
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

◇
内
容　

内
科
診
察
・
歯
科
診
察
な
ど

※
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

【 

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査 

】

　

収
集
・
持
ち
込
み
で
き
る
ご
み

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ラ
ベ
ル
を

取
り
外
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

い
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
引
き
取
り
品

質
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
変
更
に
よ
る
）。

な
お
、
キ
ャ
ッ
プ
は
役
場
・
公
民
館

な
ど
の
回
収
箱
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
収
集
・
持
ち
込
み
で
き
な

い
ご
み
に
、
ピ
ア
ノ
・
耐
火
金
庫
が

加
わ
り
ま
す
。（
処
分
は
販
売
店
や

専
門
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

◇
問
合
せ
先　

熊
南
総
合
事
務
組
合

　

☎
57
‐
０
５
３
０

【 

４
月
１
日
か
ら

　

収
集
・
持
ち
込
み
の
ご
み
が
変
更 

】

申
請
の
場
合
は
、月
４
回
の
割
合
）

で
、
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
運
賃
を
助

成
◇
申
請
受
付
開
始
日

　

３
月
21
日
（
火
）

◇
申
請
場
所

　

町
役
場
町
民
福
祉
課
（
④
窓
口
）

◇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い

ず
れ
か

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課  

福
祉
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

◇
対
象
者

　

平
成
29
年
度
に
世
帯
構
成
員
全

員
が
納
付
す
べ
き
町
民
税
の
所

得
割
課
税
額
（
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
前
）
の
合
計
額
が
、

２
万
２
４
０
円
＋
16
歳
未
満
の
世

帯
構
成
員
の
数
×
２
万
１
３
０
０

円
の
合
計
額
以
下
の
人

※
16
歳
未
満
の
世
帯
構
成
員
の
数

は
、
前
年
度
の
12
月
31
日
現
在
で

判
定
し
ま
す
。

◇
受
付
期
限

　

５
月
31
日
（
水
）

※
こ
の
期
間
以
降
も
随
時
受
け
付
け

ま
す
が
、
支
給
開
始
月
が
異
な
り

ま
す
。（
申
請
月
の
翌
月
か
ら
）

◇
申
請
方
法

　

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
学
校
教
育

課
で
申
請

◇
問
合
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎
52
‐
５
８
１
２
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【 

魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

】

＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

　

河
川
を
美
し
く
保
つ
た
め
、
町
で

は
、
合
併
浄
化
槽
設
置
者
に
対
し
て

設
置
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
も
の

こ
れ
か
ら
浄
化
槽
の
設
置
に
着
工

し
、
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に

完
成
す
る
も
の
（
専
用
住
宅
用
に

限
る
）

◇
対
象
地
域

・
補
助
Ａ
…
公
共
下
水
道
事
業
計
画

区
域
を
除
く
地
域

・
補
助
Ｂ
…
公
共
下
水
道
事
業
計
画

区
域
内
に
お
い
て
当
面
の
間
下
水

道
工
事
が
見
込
め
な
い
地
域

◇
補
助
金
額

・
５
人
槽　
　
　

33
万
２
千
円

・
７
人
槽　
　
　

41
万
４
千
円

◇
受
付
期
間
（
予
定
）

・
補
助
Ａ

　

４
月
３
日（
月
）～
12
月
22
日（
金
）

※
予
算
の
範
囲
内
で
随
時
受
付
を
行

い
ま
す
。

・
補
助
Ｂ

　

４
月
３
日（
月
）～
５
月
31
日（
水
）

※
予
算
に
対
し
て
申
請
者
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

◇
申
込
方
法

町
民
福
祉
課
環
境
係
（
⑤
窓
口
）

に
備
え
付
け
の
書
類
で
申
し
込
む

◇
問
合
せ
先

・
町
民
福
祉
課  

環
境
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

【 

浄
化
槽
設
置
経
費
を
補
助
し
ま
す 

】
　

山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で

は
、『
犬
・
猫
の
譲
渡
会
』『
譲
渡
前

講
習
会
』
お
よ
び
『
子
犬
の
し
つ
け

方
教
室
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

動
物
愛
護
を
推
進
し
、
地
域
の
模

範
的
飼
い
主
を
増
や
す
こ
と
に
よ

り
、
殺
処
分
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
犬
・
猫
を
お
譲
り
し
て

い
ま
す
。

◇
注
意
点

・
犬
・
猫
の
譲
渡
に
関
し
て
は
条
件

が
あ
り
ま
す
。

・
日
程
な
ど
、
詳
細
は
山
口
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

〒
７
５
４
‐
０
８
９
１

　

山
口
市
陶
９
４
３
‐
12

　

山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
８
３
１
５

　

U
RL

：http://doubutuaigo.pref.

　

yam
aguchi.lg.jp/

【 

犬
・
猫
譲
渡
会 

】

　

タ
ケ
ノ
コ
を
食
材
と
し
て
供
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
農
家
な
ど
の
タ
ケ

ノ
コ
販
売
に
よ
る
所
得
増
と
放
置
竹

林
の
解
消
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。 

　

出
荷
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｊ
Ａ
南
す

お
う
に
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
Ｊ
Ａ
南
す
お
う
の
管
内
に
お
住

ま
い
の
竹
林
所
有
者
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
登
録
し
て
出
荷
で
き
ま

す
。

◇
問
合
せ
先

・
出
荷
登
録

　

Ｊ
Ａ
南
す
お
う
営
農
課

　

☎
22
‐
９
７
８
７

・
そ
の
他

　

山
口
県
岩
国
農
林
事
務
所

　

☎
０
８
２
７
‐
29
‐
１
５
６
５

【 

タ
ケ
ノ
コ
を
出
荷
し
ま
し
ょ
う 

】

　

県
民
の
皆
さ
ま
に
『
や
ま
ぐ
ち
森

林
づ
く
り
県
民
税
』
に
よ
る
竹
の
伐

採
状
況
を
見
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
竹
林
整
備
の
必
要
性
な
ど
に
つ

い
て
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
タ
ケ
ノ

コ
掘
り
を
開
催
し
ま
す
。

※
申
込
時
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

◇
日
時

　

４
月
22
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

◇
場
所

　

城
南
公
民
館
に
て
説
明
後
、
体
験

場
所
（
宿
井
字
峰
ヶ
迫
）
へ
移
動

す
る

◇
内
容

　

や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
の

紹
介
、
親
子
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験

◇
募
集
人
数

　

親
子
15
組
45
人
程
度
（
先
着
順
）

◇
参
加
料　

無
料

◇
申
込
期
限

　

３
月
24
日
（
金
）

◇
主
催

　

山
口
県
岩
国
農
林
事
務
所

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

山
口
県
岩
国
農
林
事
務
所
内

　

森
林
部　

流
域
管
理
室

　

☎
０
８
２
７
‐
29
‐
１
５
６
７

　

℻
 

０
８
２
７
‐
29
‐
１
５
９
５

【 

親
子
タ
ケ
ノ
コ
掘
り 

】
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相　

談

　

平
成
29
年
度
の『
広
報
た
ぶ
せ
』と

『
田
布
施
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』の
広
告

主
を
募
集
し
ま
す
。

◇
掲
載
サ
イ
ズ

・
広
報
た
ぶ
せ

　

縦
45
㎜
×
横
85
㎜

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

縦
60
ピ
ク
セ
ル
×
横
１
９
５
ピ
ク

　

セ
ル

◇
募
集
枠
数

・
広
報
た
ぶ
せ　
　

４
枠
程
度

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

最
大
６
枠

◇
掲
載
要
件

　

町
の
定
め
る
要
綱
・　

基
準
に
適

　

す
る
も
の

※
申
し
込
む
前
に
、
要
綱
・
基
準
の

詳
細
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

・『
広
報
た
ぶ
せ
』に
つ
い
て

　

㈲
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ぶ
ち

　

☎
52
‐
２
５
８
８

・『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』に
つ
い
て

　

キ
ッ
シ
ョ
ウ
㈱

　

☎
52
‐
２
３
３
４

【 

広
報
＆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告
主 

】

募　

集

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◇
受
験
資
格

・
昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
人
で
次
に
掲
げ
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平
成

30
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

◇
第
１
次
試
験
日　

６
月
11
日（
日
）

◇
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

３
月
31
日（
金
）～
４
月
12
日（
水
）

　

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

・
郵
送
な
ど

　

３
月
31
日（
金
）～
４
月
３
日（
月
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
問
合
せ
先

　

広
島
国
税
局

人
事
第
２
課 

試
験
研
修
係

　

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

試　

験

【 

国
税
専
門
官 

】

催　

し

　
『
色
を
楽
し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』

で
、
田
布
施
近
郊
の
子
ど
も
た
ち
が

製
作
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◇
期
間　

３
月
22
日（
水
）～
26
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

◇
場
所　

田
布
施
町
郷
土
館

◇
入
場
料　

無
料

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　

田
布
施
町
郷
土
館

　

☎
52
‐
２
６
２
０

【 

ユ
メ
を
カ
タ
チ
に 

作
品
展
示
会 

】

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」の内容とは関係ありません。

　

山
口
県
で
は
、
性
暴
力
被
害
に
遭

わ
れ
た
人
の
た
め
に
、
相
談
専
用
電

話
『
や
ま
ぐ
ち
性
暴
力
相
談
ダ
イ
ヤ

ル 

あ
さ
が
お
』を
開
設
し
ま
し
た
。

　

専
門
的
な
研
修
を
受
け
た
女
性
の

相
談
支
援
員
が
、お
話
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
病
院
で
の
診

察
や
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
電
話
番
号

　

☎
０
８
３
‐
９
０
２
‐
０
８
８
９

◇
相
談
時
間

・
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

・
休
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

※
時
間
外
は
留
守
番
電
話
で
受
け
付

　

け
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
男
女
共
同
参
画
課

　

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
６
３
０

【 

や
ま
ぐ
ち
性
暴
力
相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

】

　

労
働
基
準
監
督
官
は
、
厚
生
労
働

省
の
専
門
職
員（
国
家
公
務
員
）で
す
。

◇
採
用
予
定
者
数　

約
２
１
０
人

◇
試
験
日

・
第
１
次
試
験

　

６
月
11
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験

　

７
月
12
日
（
水
）・
13
日
（
木
）・

　

14
日
（
金
）
の
指
定
さ
れ
た
日
時

◇
受
付
期
間

　

３
月
31
日（
金
）～
４
月
12
日（
水
）

◇
申
込
方
法

　

申
し
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
行
う

　

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
問
合
せ
先

　

山
口
労
働
局総

務
部
総
務
課
人
事
係

　

☎
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
６
０

　

ま
た
は
、『
労
働
基
準
監
督
官
採

　

用
試
験　

厚
生
労
働
省
』
で
検
索

【 

労
働
基
準
監
督
官 

】
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人口と世帯

… 人口 …
15,652  人

（増減 ＋１人）

… 男 …
7,434  人 

… 女 …
8,218  人 

… 世帯 …
7,050 世帯

（２月１日現在）

３月・４月

休日・夜間納税（相談）窓口

◇納付場所　  町役場１階 税務課窓口
◇対象および内容の問合せ先

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　３月 26 日（日）　４月 30 日（日）

■平日夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）
　３月 31 日（金）　４月 28 日（金）

　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　………税　務　課　　☎ 52-5804
　国民健康保険税
　後期高齢者医療保険料・介護保険料
　　　　　　………健康保険課　　☎ 52-5809
　保育料および児童クラブ保育料
　　　　　　………町民福祉課　　☎ 52-5810
　町営住宅使用料および駐車場使用料
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5807

　下水道受益者負担金
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5817

　滞納が続くと、納期から本税（料）
納付までの経過日数に応じて延滞金が
加算されます。督促手数料や延滞金を
含めて完納とならない場合、滞納処分
を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できな
い事情のある人などの、納付に関する
相談もお受けします。

広
報
の
お
話
　

vol
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職
場
の
先
輩
か
ら
「
麦
踏
み
体
験

を
や
る
み
た
い
だ
か
ら
、
写
真
撮

り
に
行
か
な
い
?
」
と
誘
わ
れ
、
急

遽
城
南
小
学
校
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

先
生
と
児
童
の
み
な
さ
ん
が
玄

関
で
待
機
し
て
い
た
の
で
声
を
か

け
る
と
、「
児
童
た
ち
は
こ
れ
か
ら

何
を
し
に
行
く
の
か
知
ら
な
い
ん

で
す
。」
と
楽
し
そ
う
な
先
生
。
一

方
、
子
ど
も
た
ち
は
少
し
訝
し
げ

に
、
で
も
授
業
中
の
外
出
に
ど
こ

か
わ
く
わ
く
も
隠
し
切
れ
な
い
よ

う
な
表
情
で
す
。

　

い
ざ
、
出
発
！
現
場
に
着
き
、

麦
踏
み
体
験
を
す
る
こ
と
を
知
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。

準
備
を
し
て
全
員
で
一
列
に
並
ぶ

と
、
し
っ
か
り
と
足
で
麦
を
踏
み

な
が
ら
歩
き
始
め
ま
し
た
。

　

―
こ
う
し
て
踏
ま
れ
る
こ
と
で
、

強
い
麦
が
育
ち
ま
す
。
人
も
、
生

活
環
境
・
人
間
関
係
・
人
生
の
進

路
な
ど
悩
み
や
苦
し
み
に
押
し
つ

ぶ
さ
れ
な
が
ら
成
長
し
ま
す
。「
子

ど
も
た
ち
に
も
麦
踏
み
の
意
味
を

理
解
し
て
も
ら
い
、『
強
く
育
つ
』

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
」
と
、
作
業

の
楽
し
さ
だ
け
で
な
く
、
人
生
の

厳
し
さ
も
感
じ
た
取
材
で
し
た
。

（
麦
ご
は
ん
が
食
べ
た
い
広
報
担
当
）

田布施町郷土館特別展
「佐藤榮作元宰相映像展」

　佐藤榮作元宰相の『お国入り』など、貴重な
映像を見ることができます。

◇期間　３月 15 日（水）～ 30 日（木）
　　　　午前９時～午後４時 30 分
　　　　（月曜日、祝日は休館日）
◇場所　田布施町郷土館　※駐車場あり
◇入場料　無料
◇問合せ先　田布施町郷土館
　　　　　　☎ 52-2620

「発掘された山口」
山口県埋蔵文化財センター巡回展

　平成 27 年度に山口県埋蔵文化財センターが、
県内各地で発掘調査した遺跡から出土した、土器
や鉄器などの遺物や昔の人々の生活をうかがうこ
とのできる貴重な資料を多数展示し紹介します。

◇会期　４月１日 ( 土 ) ～６月 30 日 ( 金 )
　　　　午前９時～午後４時 30 分
　　　　（月曜日、祝日は休館日）
※会期の周期は会場の都合により変わることが
　あります。
◇場所　田布施町郷土館　※駐車場あり
◇入場料　無料
◇問合せ先　田布施町郷土館　☎ 52-2620
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ぶ
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● 編集・発行　田布施町役場　総務企画課  企画係
　〒 742-1592   山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 3440 番地 1

☎ 0820-52-5803
　0820-53-0140FAX

HP　　http://www.town.tabuse.lg.jp
E-mail  kikaku@town.tabuse.yamaguchi.jp

１
（土）

■桜まつりロードレース大会　10:00 ～ 12:30
　（さくら橋周辺）
■埋蔵文化財センター巡回展　～ 6 月 30 日
　（郷土館）　※詳細は P17

16
（日）

２
（日）

■桜まつり　9:30 ～ 16:00（ふるさと詩情公園）
■街頭献血　9:30 ～ 11:30,13:00 ～ 15:30（まつり会場）

17
（月）

３
（月）

■育児相談　10:00 ～ 11:00（西公） 18
（火）

４
（火）

■健康・栄養相談　10:00 ～ 11:30（いきいき） 19
（水）

■ちびっこ広場　10:00 ～ 12:00（西公）

５
（水）

■４か月児相談　10:00 ～ 10:30（西公） 20
（木）

６
（木）

21
（金）

７
（金）

22
（土）

８
（土）

23
（日）

９
（日）

24
（月）

10
（月）

■各小学校入学式　10:00 ～（各小学校）
■田布施中学校入学式　14:00 ～（中学）

25
（火）

11
（火）

26
（水）

■離乳食教室　10:00 ～ 11:30（西公）
■こころの相談　13:30 ～ 15:00（いきいき）

12
（水）

27
（木）

■ 1.6 歳児健診　13:00 ～ 13:30（西公）

13
（木）

28
（金）

14
（金）

29
（土）

■スポーツ少年団結団式　9:00 ～ 11:00
　（スポーツセンター）

15
（土）

■少年少女発明クラブ開講式　10:00 ～（西小） 30
（日）

省
略
文
字

●中公：中央公民館　　　●西公：西田布施公民館　●東公：東田布施公民館
●麻公：麻郷公民館　　　●城公：城南公民館　　　●里公：麻里府公民館
●いきいき：高齢者いきいき館　 ●麻福：麻郷福祉会館　　●中学：田布施中学校

【心】

【心】

【介】

【法】 弁護士無料法律相談
日時  ４月 19 日（水）
　　  午前９時～
場所 町役場１階保健室
問 町民福祉課 ☎ 52-5811
※電話による
　完全予約制 ( 先着順 )

【困】

【オ】

柳 井 川 区分 診療日 診療時間

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はありません。

午前９時～正午
（受付 午前 11 時 30 分まで）
午後１時～午後５時

（受付 午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません。

午後７時～午後 10 時
（受付 午後９時 30 分まで）

【困】 困りごと相談
日時 ４月 24 日（月）
　　  午前 10 時～午後３時
場所 中公１階和室
問 町民福祉課 ☎ 52-5811
※子どもの人権・行政相談も
　受け付けています

休日夜間応急診療所
（柳井市中央 1-5-3）

【心】 心配ごと相談
日時 毎週月曜日
　　 午前 10 時～正午

（祝日・困りごと相談日除く）

場所 町社会福祉協議会
問 ☎ 53-1103

【介】 介護よろず相談
日時 第２木曜日
　　 午前 10 時～午前 11 時
場所 高齢者いきいき館
問 地域包括支援センター
  　☎ 53-1292

●連絡先（診療時間内）

☎ 22-9001

【心】

【法】

【オ】 はつらつオレンジカフェ
日時 第４木曜日
　　 午前 10 時～正午
場所 高齢者いきいき館
 問　地域包括支援センター
  　　☎ 53-1292

４月のカレンダー


